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特集
●
統
計
デ
ー
タ
に
見
る
農
村
工
業
化

　

ベ
ト
ナ
ム
農
村
、
と
く
に
平
野
部
農
村

で
は
、
農
業
以
外
の
経
済
活
動
の
存
在
が

次
第
に
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
か
な
り

辺
鄙
な
村
で
さ
え
も
ほ
ぼ
必
ず
小
さ
な
売

店
や
茶
店
、バ
イ
ク
修
理
屋
な
ど
が
あ
り
、

近
年
で
は
、
巨
大
な
工
業
団
地
や
外
資
の

工
場
、
あ
る
い
は
小
さ
な
町
工
場
が
立
ち

並
ぶ
光
景
を
見
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
世
界
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
農

業
だ
け
で
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
る
農
村

を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
今
日
の
ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
経
済

を
理
解
す
る
上
で
、
農
業
以
外
の
経
済
活

動
に
注
目
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持

つ
。

　

ベ
ト
ナ
ム
農
村
で
工
業
部
門
の
活
動
が

活
発
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
デ
ー
タ
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
世
帯
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
を
見

て
み
よ
う
。
二
〇
〇
一
年
に
約
一
三
〇
〇

万
あ
っ
た
農
村
世
帯
の
う
ち
、
主
た
る
収

入
源
と
し
て
農
業
分
野
に
従
事
す
る
世
帯

は
八
一
％
を
占
め
て
い
た
が
、
五
年
後
の

二
〇
〇
六
年
に
は
、
農
村
世
帯
の
総
数
が

一
三
七
七
万
世
帯
に
ま
で
増
加
す
る
中
に

あ
っ
て
も
約
八
〇
万
世
帯
の
純
減
と
な

り
、
全
体
に
占
め
る
割
合
も
七
一
％
に
ま

で
減
少
す
る
。
一
方
、
同
時
期
の
工
業
・

建
設
業
部
門
の
世
帯
の
割
合
は
五
・
八
％

か
ら
一
〇
・
二
％
ま
で
上
昇
し
て
い
る（
参

考
文
献
③
）。

　

ま
た
、
同
時
期
の
農
村
部
に
お
け
る
部

門
ご
と
の
就
業
人
口
（
就
業
年
齢
人
口
の

中
の
就
業
者
数
）
の
推
移
を
み
る
と
、
農

業
従
事
者
が
依
然
多
く
を
占
め
る
も
の

の
、
そ
の
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
方
、

鉱
工
業
分
野
の
就
業
人
口
は
一
七
〇
万
人

か
ら
二
八
二
万
人
へ
と
六
五
％
も
増
加
し

て
い
る
（
表
1
）。

●
農
村
工
業
の
担
い
手「
個
人
基
礎
」

　

ベ
ト
ナ
ム
農
村
の
工
業
部
門
の
活
動
の

多
く
を
担
う
の
は
、「
個
人
基
礎
」
と
呼

ば
れ
る
定
義
上
は
従
業
員
一
〇
人
以
下

（
実
際
は
平
均
従
業
員
数
一
・
八
人
）
の

零
細
な
自
営
業
者
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
非
農
業
個
人
基
礎
に

関
す
る
調
査
結
果
（
参
考
文
献
②
）
に
よ

る
と
、
二
〇
〇
六
年
時
点
で
、
非
農
業
経

済
活
動
を
行
う
個
人
基
礎
は
約
三
三
〇
万

世
帯
あ
る
が
（
多
く
の
個
人
基
礎
は
家
族

経
営
な
の
で
、
本
稿
で
は
「
世
帯
」
と
数

え
る
こ
と
と
す
る
）、
こ
の
数
は
、

ベ
ト
ナ
ム
で
「
企
業
」
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
法
人
数（
約
一
五
万
社
）

の
二
〇
倍
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
経

済
活
動
が
圧
倒
的
な
数
の
個
人
基
礎

に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
で
あ
ろ
う
。

　

非
農
業
個
人
基
礎
の
う
ち
五
七
％

に
あ
た
る
一
八
六
万
世
帯
が
農
村
部

に
い
る
。
そ
の
立
地
を
み
る
と
、
北

部
に
七
六
万
世
帯
、
中
部
五
一
万
世

帯
、
南
部
五
九
万
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
北
部
に
や
や
多
く
分
布
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
特
に
紅
河
デ
ル
タ

地
域
に
多
く
の
個
人
基
礎
が
存
在
し

て
い
る
（
約
六
〇
万
世
帯
）。

　

急
速
な
経
済
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
人
口
の
割
合
が
い
ま
だ

に
七
〇
％
を
超
え
て
い
る
要
因
の
ひ
と
つ

は
、
個
人
基
礎
が
農
村
で
雇
用
を
生
み
出

し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
個
人
基
礎
統
計

に
は
都
市
・
農
村
別
の
労
働
者
数
の
デ
ー

タ
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
農
村
部
の
労

働
者
数
（
事
業
主
も
含
む
）
の
割
合
が
事

業
者
数
の
割
合
（
鉱
工
業
部
門
で
約
八

〇
％
）
と
同
程
度
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

農
村
部
に
お
け
る
鉱
工
業
部
門
の
個
人
基

礎
の
労
働
者
は
、
約
一
四
八
万
人
と
推
測

で
き
る
。
こ
れ
は
、
農
村
の
鉱
工
業
分
野

の
労
働
者
の
約
五
〇
％
に
あ
た
る
。

　

な
お
、
農
村
部
に
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

個
人
基
礎
も
多
い
が
、
そ
の
中
で
最
も
多

い
業
種
は
「
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
販
売
・

修
理
」で
あ
る
。
農
村
に
多
く
の
自
動
車
・

バ
イ
ク
の
販
売
店
が
あ
る
と
は
考
え
に
く

い
の
で
、
そ
の
多
く
は
修
理
業
者
で
あ
ろ

う
。つ
ま
り
、農
村
の
個
人
基
礎
に
は
、「
技

術
系
」
の
業
種
が
多
い
の
で
あ
る
。

●「
工
芸
村
」
の
発
展

　

工
業
部
門
の
経
済
活
動
が
浸
透
す
る
ベ

ト
ナ
ム
農
村
に
あ
っ
て
、
特
に
北
部
の
紅

河
デ
ル
タ
地
域
と
中
部
沿
岸
地
域
で
特
徴

的
な
農
村
工
業
の
発
展
形
態
に「
工
芸
村
」

（lang nghe

）
が
あ
る
。
工
芸
村
と
は
、

手
工
芸
生
産
を
は
じ
め
と
す
る
軽
工
業
の

分
野
の
個
人
基
礎
が
、村
あ
る
い
は
「
社
」

（
村
が
い
く
つ
か
集
ま
っ
た
行
政
単
位
）

の
範
囲
で
集
積
し
発
展
し
た
村
で
あ
る
。

表1　農村部就業人口の変化
2001 2006 増加率

全体 29,025,232 30,523,419 5.2％
農林水産業
　　農業
　　林業
　　水産業

23,093,456
22,089,851

68,425
1,003,605

21,461,834
20,065,462

91,671
1,396,372

－7.1％
－9.2％
34.0％
39.1％

鉱工業・建設業
　　鉱工業
　　建設業

2,140,254
1,705,260
434,994

3,813,156
2,820,901
992,255

78.2％
65.4％
128.1％

サービス業
　　商業
　　運輸業
　　その他

3,347,752
1,761,968
294,845
1,290,939

4,881,906
2,718,094
426,837
1,736,975

45.8％
54.3％
44.8％
34.6％

非就業 443,770 366,523 －17.4％
（注）就労年齢人口（男子15～60歳、女子15～55歳）の就業者数。
（出所）参考文献③より筆者作成。

坂
田
正
三

ベ
ト
ナ
ム
農
村
の
工
業
化

　
　

紅
河
デ
ル
タ
地
域
の
工
芸
村
の
発
展
を
中
心
に　
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も
っ
と
も
成
功
し
て
い
る
工
芸
村
の
ひ
と

つ
は
、
ハ
ノ
イ
郊
外
の
バ
チ
ャ
ン
村
で
あ

ろ
う
。
一
二
世
紀
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
陶

芸
が
現
在
で
は
近
隣
の
村
に
も
広
が
り
、

社
全
体
が
陶
芸
産
業
の
集
積
地
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
で
は
外
国
人
も
含
む
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
名
所
と
な
り
、
バ

チ
ャ
ン
陶
器
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
も
輸

出
さ
れ
て
い
る
。

　

工
芸
村
の
存
在
は
、
一
九
三
〇
年
代
に

は
す
で
に
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て
お
り
、

鍬
、
鋤
な
ど
の
農
具
や
、
陶
器
、
布
、
加

工
食
品
な
ど
を
生
産
す
る
工
芸
村
が
紅
河

デ
ル
タ
地
域
に
一
〇
八
村
あ
っ
た
と
い
う

（
参
考
文
献
①
）。
フ
ラ
ン
ス
撤
退
後
、
北

部
農
村
の
合
作
社
化
が
進
行
す
る
中
で
、

こ
れ
ら
の
工
芸
村
の
多
く
は
手
工
芸
合
作

社
と
し
て
再
編
さ
れ
た
。
し
か
し
、
合
作

社
政
策
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム

経
済
全
体
が
危
機
に
陥
る
過
程
で
、
手
工

芸
合
作
社
も
衰
退
し
て
い
っ
た
。

　

一
旦
衰
退
し
た
工
芸
村
も
、
ド
イ
モ
イ

後
は
再
び
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
六
年
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
に
よ
る

と
、
全
国
に
工
芸
村
は
一
〇
七
七
村
あ
る

（
他
の
機
関
の
調
査
結
果
に
は
二
〇
〇
〇

村
を
超
え
る
と
す
る
も
の
も
あ
る
）。
そ

の
数
が
最
も
多
い
の
は
紅
河
デ
ル
タ
地
域

で
あ
る
。
竹
・
籐
細
工
、繊
維
・
縫
製
、
金

属
加
工
、
食
品
加
工
の
村
が
多
い
。

　

工
芸
村
に
は
多
く
の
労
働
力
も
吸
収
さ

れ
て
お
り
、
工
業
分
野
に
従
事
す
る
農
村

就
業
人
口
の
二
〇
％
以
上
、
紅
河
デ
ル
タ

地
域
に
限
れ
ば
四
〇
％
以
上
が
工
芸
村
で

専
業
の
従
事
者
と
し
て
働
い
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
筆
者
が
二
〇
〇
六
年
以
降

継
続
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
る
二
つ
の
工

芸
村
を
紹
介
す
る
。
こ
の
二
つ
の
村
は
、

ド
イ
モ
イ
後
に
全
く
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で

発
展
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
特
に
、
そ
の

差
異
が
分
か
り
や
す
い
生
産
・
流
通
構
造

の
違
い
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
い
く
。

● 

伝
統
的
な
工
芸
村
：
竹
・
籐
編
み

細
工
村

　

工
芸
村
の
多
く
は
、
伝
統
的
に
生
産
し

て
い
た
手
工
芸
品
や
日
用
品
、
加
工
食
品

の
生
産
を
ド
イ
モ
イ
に
よ
る
経
済
活
動
の

自
由
化
を
契
機
に
復
活
さ
せ
た
村
で
あ

る
。
村
内
や
近
隣
の
村
だ
け
で
な
く
、
ハ

ノ
イ
や
ホ
ー
チ
ミ
ン
な
ど
の
都
市
圏
に
市

場
を
広
げ
て
成
長
し
て
き
た
。
中
に
は
先

述
の
バ
チ
ャ
ン
村
ほ
ど
で
は
な
い
も
の

の
、
輸
出
市
場
の
獲
得
に
成
功
し
発
展
し

た
村
が
あ
る
。

　

旧
ハ
タ
イ
省
（
二
〇
〇
八
年
に
ハ
タ
イ

省
全
域
が
ハ
ノ
イ
市
に
併
合
さ
れ
た
）

チ
ュ
オ
ン
ミ
ー
県
の
国
道
六
号
線
沿
い
に

は
、
竹
・
籐
編
み
細
工
の
村
が
点
在
し
て

い
る
。
筆
者
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
、

同
県
の
二
〇
ほ
ど
の
村
が
竹
・
籐
編
み
細

工
の
「
工
芸
村
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
三

〇
〇
〇
戸
以
上
の
世
帯
が
竹
・
籐
編
み
細

工
を
行
っ
て
い
る
。
古
く
か
ら
国
内
市
場

向
け
の
竹
か
ご
、
ほ
う
き
な
ど
を
作
る

村
々
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
そ
れ
ら
に
加

え
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
や
椅
子
な
ど
の
家
具

類
も
生
産
し
、
そ
の
多
く
を
輸
出
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
地
域
の
竹
・

籐
編
み
細
工
の
最
大
の
輸
入
国
は
日
本
で

あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
欧
州
最
大
の
家
具

メ
ー
カ
ー
I
K
E
A
社
も
こ
の
地
域
か
ら

製
品
を
調
達
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
村
で
は
、
大
型
の
家
具
を
除

け
ば
、
農
家
が
農
業
の
副
業
と
し
て
製
品

を
生
産
し
て
い
る
。
小
さ
な
か
ご
で
も
一

日
一
〜
二
個
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス

で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
手
作
業
で
生
産
さ
れ
て

い
る
。
竹
・
籐
編
み
細
工
か
ら
の
収
入
は

決
し
て
多
く
は
な
く
、
経
費
を
抜
く
と
月

七
〇
万
ド
ン
程
度
（
二
〇
〇
九
年
調
査
時

の
レ
ー
ト
で
三
八
〇
〇
円
程
度
）
の
収
入

で
あ
る
と
い
う
。

　

製
品
の
生
産
・
流
通
プ
ロ
セ
ス
は
、
以

下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
主
に

国
道
沿
い
に
工
場
と
倉
庫
を
持
つ
輸
出
業

者
が
、
工
芸
村
の
富
裕
農
家
た
ち
に
形
と

数
量
を
指
定
し
て
注
文
を
出
す
。
そ
し
て

富
裕
農
家
は
生
産
「
組
」
を
組

織
し
「
組
長
」
と
し
て
多
数
の

農
家
に
生
産
を
委
託
す
る
。
農

家
は
委
託
さ
れ
た
製
品
を
生
産

し
、
組
長
へ
納
品
す
る
。
組
長

は
委
託
し
た
農
家
か
ら
の
製
品

を
集
め
、
追
加
の
加
工
（
主
に

装
飾
と
成
型
）
を
施
し
、
輸
出

業
者
へ
卸
す
。
流
通
業
者
は
自

社
の
工
場
で
塗
装
し
た
り
、
タ

グ
を
つ
け
た
り
と
い
う
仕
上
げ
の
作
業
を

行
い
、
輸
出
す
る
（
あ
る
い
は
ハ
ノ
イ
の

み
や
げ
物
屋
に
販
売
す
る
）。

　

流
通
過
程
は
単
純
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の

構
造
で
あ
る
（
図
1
）。
農
家
は
特
定
の

組
長
に
し
か
売
ら
ず
、
組
長
も
注
文
を
受

け
た
特
定
の
輸
出
業
者
に
し
か
売
ら
な

い
。
組
長
が
直
接
ハ
ノ
イ
の
み
や
げ
物
屋

に
売
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
輸
出
業
者
が

農
民
と
直
接
雇
用
関
係
を
結
ぶ
こ
と
も
な

竹・籐編み細工村（筆者撮影）

農家

輸出業者

村内

輸出

国内市場へ

組長

農家農家農家農家

組長組長

図1　竹・籐編み細工村の生産・流通構造

（出所）筆者作成。
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特集
い
。
発
展
の
過
程
で
富
裕
農
家
が
組
長
と

い
う
名
の
卸
と
し
て
在
地
商
人
化
す
る
こ

と
が
、（
日
本
に
も
見
ら
れ
た
）
伝
統
地

場
産
業
発
展
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と
い

え
る
だ
ろ
う
。た
だ
し
、彼
ら
は
卸
と
い
っ

て
も
単
に
数
量
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、

機
械
類
や
塗
料
な
ど
の
材
料
、
そ
し
て
雇

用
労
働
者
を
必
要
と
す
る
加
工
を
行
い
、

品
質
を
そ
ろ
え
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

● 「
工
業
化
」
し
た
工
芸
村
：
鉄
リ

サ
イ
ク
ル
村

　

伝
統
工
芸
の
復
活
に
よ
り
発
展
し
た
村

が
あ
る
一
方
で
、
規
模
拡
大
と
機
械
導
入

に
よ
る
大
量
生
産
を
進
め
る
と
い
う
「
工

業
化
」に
よ
り
成
長
し
た
村
も
存
在
す
る
。

こ
れ
ら
の
村
で
は
、
国
内
市
場
向
け
の
日

用
品
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
製
品
な
ど
）

や
工
業
製
品
（
建
築
資
材
や
機
械
部
品
な

ど
）
が
製
造
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
村
の
典
型
例
が
、
バ
ク
ニ

ン
省
テ
ィ
エ
ン
フ
ォ
ン
県
チ
ャ
ウ
ケ
ー
社

ダ
ー
ホ
イ
村
で
あ
る
。
ダ
ー
ホ
イ
村
は
、

工
場
・
家
庭
発
生
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
建

設
現
場
か
ら
発
生
す
る
建
設
用
鉄
筋
の
廃

材
な
ど
を
原
料
と
し
て
主
に
建
築
資
材

（
鉄
筋
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
を
生
産
す
る

「
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村
」
で
あ
る
。

　

現
在
鉄
鋼
関
係
の
仕
事
を
営
む
世
帯

は
、
ダ
ー
ホ
イ
村
の
み
な
ら
ず
チ
ャ
ウ

ケ
ー
社
内
の
他
の
四
村
に
も
広
が
っ
て
い

る（
し
か
し
、「
チ
ャ
ウ
ケ
ー
」よ
り「
ダ
ー

ホ
イ
」
の
名
前
の
方
が
鉄
の
村
と
し
て
一

般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
）。
チ
ャ
ウ
ケ
ー

社
で
「
工
業
・
小
手
工
業
」
世
帯
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
一
七
六
二
戸

（
二
〇
〇
七
年
末
時
点
）
あ
る
が
、
彼
ら

の
ほ
と
ん
ど
は
す
で
に
離
農
し
て
鉄
鋼
業

に
専
念
し
て
い
る
。
雇
用
さ
れ
て
い
る
労

働
者
は
五
〇
〇
〇
〜
七
〇
〇
〇
人
お
り
、

う
ち
約
半
数
は
社
の
外
か
ら
来
て
い
る
。

単
純
労
働
者
で
も
二
〇
〇
万
ド
ン
程
度
の

賃
金
を
得
て
い
る
。

　

原
料
と
な
る
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
ハ
ノ
イ

や
近
隣
の
省
の
み
な
ら
ず
、
中
部
や
南
部

か
ら
も
収
集
さ
れ
て
く
る
。
日
本
か
ら
輸

入
さ
れ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
、
ラ
オ
ス
か
ら

持
ち
込
ま
れ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
調
達
さ
れ

て
く
る
。
ま
た
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
周
辺
や
中

部
地
域
で
解
撤
さ
れ
た
中
古
船
舶
の
鋼
板

も
原
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

村
で
は
分
業
が
発
達
し
て
お
り
、
す
べ

て
の
世
帯
が
同
じ
よ
う
な
製
品
を
生
産
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
村
の
業
者
を
そ

の
生
産
品
に
よ
り
分
類
す
れ
ば
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
、
鍬
・
鋤

や
釘
、
ね
じ
な
ど
を
製
造
す
る
小
手
工
業

生
産
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
次
に
伸

鉄
を
行
う
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
伸
鉄
と
は

廃
棄
さ
れ
た
鉄
筋
や
中
古
船
舶
の
鋼
板
か

ら
棒
材
や
ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
圧
延
（
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
溶
融
せ
ず
に
加
熱
し
伸
ば
し
て

成
型
）
す
る
生
産
工
程
で
あ
る
。
中
古
船

舶
鋼
板
を
裁
断
し
棒
状
に
す
る
業
者
、
そ

の
棒
材
や
廃
棄
鉄
筋
を
溶
接
な
ど
に
よ
り

サ
イ
ズ
を
整
え
る
業
者
、
そ
し
て
そ
れ
を

圧
延
す
る
業
者
と
い
っ
た
よ
う
な
分
業
が

存
在
す
る
。
最
後
に
、
鋼
塊
（
イ
ン
ゴ
ッ

ト
）
か
ら
建
築
資
材
（
鉄
筋
、
V
字
鋼
、

ワ
イ
ヤ
ー
な
ど
）
を
生
産
す
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
主
に
、
電
炉
で

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
溶
融
し
鋼
塊
を
生
産

す
る
電
炉
業
者
と
、
鋼
塊
を
購
入
し

建
設
資
材
を
圧
延
製
造
す
る
業
者
と

に
別
れ
る
。
ま
た
、
ワ
イ
ヤ
ー
か
ら

門
柱
や
ネ
ッ
ト
類
な
ど
を
製
造
す
る

業
者
や
メ
ッ
キ
業
者
、
塗
装
を
専
門

と
す
る
業
者
な
ど
も
い
る
。

　

鋼
塊
か
ら
建
築
資
材
を
作
る
グ

ル
ー
プ
を
例
に
と
り
、
そ
の
生
産
・

流
通
過
程
を
見
て
み
る
と
、
先
述
の

竹
・
籐
編
み
細
工
の
生
産
・
流
通
よ

り
複
雑
な
経
路
を
形
成
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
（
図
2
）。
そ
れ
ぞ
れ

の
業
種
の
業
者
間
に
委
託
・
受
託
や

発
注
・
受
注
の
固
定
的
・
長
期
的
関

係
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、
村
外
の
業
者
も
含

む
複
数
の
供
給
者
か
ら
原
材
料
や
中
間
財

を
調
達
し
、
複
数
の
業
者
に
販
売
す
る
。

「
お
得
意
さ
ん
」
は
い
る
が
、
特
定
の
業

者
と
独
占
的
に
取
引
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
経
路
が
形
成
さ
れ

る
要
因
は
、
手
工
芸
品
の
よ
う
に
発
注
者

が
デ
ザ
イ
ン
を
特
定
す
る
産
品
で
は
な

く
、
汎
用
品
と
し
て
流
通
さ
れ
る
鉄
製
品

の
製
品
と
し
て
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
条
件
さ
え
整
え
ば
、

村
内
外
の
多
数
の
業
者
が
生
産
・
流
通
の

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
参
入
で
き
る
仕
組

み
で
あ
る
。し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

各
業
者
が
小
規
模
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
原
料
と
し
、
さ
ほ
ど
高
度

鉄リサイクル村（筆者撮影）

村村内内

鋼塊

V字鋼製造 
鉄筋製造 

ワイヤー製造 

鉄筋製造 

ワイヤー製造 

建設資材屋
建設資材屋 

スクラップ

収集人

収集人

伸鉄屋 

収集人

電炉業者
電炉業者

電炉業者

収集人

図2　鉄リサイクル村の生産・流通構造

（出所）筆者作成。
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ベトナム農村の工業化――紅河デルタ地域の工芸村の発展を中心に――

と
は
い
え
な
い
機
械
類
で
加
工
す
る
リ
サ

イ
ク
ル
製
品
の
品
質
が
不
安
定
な
こ
と
も

理
由
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
生
産
の
必
要
に

応
じ
て
原
材
料
や
中
間
財
を
そ
の
都
度
調

達
す
る
（
大
ロ
ッ
ト
の
注
文
の
時
は
、
複

数
の
業
者
か
ら
同
時
に
調
達
す
る
）。
在

庫
を
抱
え
る
こ
と
や
低
品
質
の
材
料
を
つ

か
ま
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
の

戦
略
な
の
で
あ
る
。

●
工
芸
村
が
抱
え
る
問
題

　

紹
介
し
た
二
つ
の
工
芸
村
は
と
も
に
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
順
調
に
成
長
し
て
お

り
、
住
民
の
経
済
状
況
は
確
実
に
向
上
し

た
。
特
に
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村
の
住
民
の
多

く
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
金
持
ち
ば
か
り
で

あ
る
。
経
済
成
長
に
よ
る
建
築
ブ
ー
ム
に

乗
り
、
村
で
製
造
さ
れ
る
建
設
資
材
の
需

要
は
引
き
も
切
ら
な
い
。
鉄
リ
サ
イ
ク
ル

村
に
限
ら
ず
、
工
業
化
し
成
長
し
た
村
に

は
四
〜
五
階
建
て
の
家
が
立
ち
並
び
、
自

家
用
車
を
所
有
し
て
い
る
世
帯
も
珍
し
く

な
い
。
一
方
の
竹
・
籐
編
み
細
工
村
で
は
、

鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村
ほ
ど
急
速
に
現
金
は
流

入
し
て
い
な
い
も
の
の
、
農
民
は
安
定
的

な
副
収
入
を
得
て
、
生
活
の
質
は
大
き
く

向
上
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
成
功
し
た
組

長
の
中
に
は
、
将
来
の
生
産
拡
大
へ
の
投

資
と
し
て
自
ら
の
工
房
内
に
職
業
訓
練
所

を
開
設
す
る
者
も
現
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
彼
ら
は
い
く
つ
か
の
深
刻
な

問
題
も
抱
え
て
い
る
。
最
も
深
刻
な
問
題

は
、
環
境
汚
染
で
あ
る
。
特
に
工
業
化
が

進
ん
だ
村
は
排
水
、
大
気
汚
染
が
深
刻
で

あ
る
。
扱
う
製
品
に
よ
っ
て
は
、
重
金
属

に
よ
る
汚
染
の
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。竹
・

籐
編
み
細
工
の
村
は
、
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村

ほ
ど
汚
染
は
深
刻
で
は
な
い
も
の
の
、竹
・

籐
の
洗
浄
・
漂
白
に
よ
る
川
や
池
の
水
質

汚
染
や
使
用
後
の
接
着
剤
・
塗
料
の
容
器

の
投
棄
に
よ
る
汚
染
が
発
生
し
て
い
る
。

同
じ
伝
統
的
な
工
芸
村
で
も
、
銅
細
工
や

食
品
加
工
の
村
の
環
境
汚
染
は
よ
り
深
刻

で
あ
る
。

　

工
芸
村
が
抱
え
る
も
う
一
つ
の
問
題

は
、
製
品
が
高
付
加
価
値
化
に
向
か
わ
な

い
こ
と
で
あ
る
。
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
村
を
は

じ
め
と
す
る
工
業
化
し
た
村
は
、
農
家
が

各
自
勝
手
に
自
分
の
庭
先
で
事
業
を
始
め

自
然
に
工
芸
村
が
形
成
さ
れ
発
展
し
た
た

め
、
大
型
の
投
資
が
行
え
ず
、
品
質
向
上

が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
業
者
同
士
が
低

品
質
製
品
の
価
格
競
争
と
い
う
消
耗
戦
に

向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

伝
統
工
芸
村
で
生
産
さ
れ
て
い
る
製
品

も
、
伝
統
工
芸
と
い
っ
て
も
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
付
加
価
値
の
低
い
手
工
芸
品
で
あ

る
。高
付
加
価
値
化
に
向
か
わ
な
く
て
も
、

安
定
的
に
収
入
が
得
ら
れ
て
い
る
間
は
問

題
な
い
。
し
か
し
、
各
農
家
が
主
体
的
に

市
場
の
変
化
に
対
応
し
て
生
産
量
を
変
え

た
り
デ
ザ
イ
ン
を
工
夫
し
た
り
で
き
な
い

生
産
・
流
通
構
造
で
あ
る
た
め
、
大
幅
な

需
要
減
の
時
に
ダ
メ
ー
ジ
を
負
う
。事
実
、

二
〇
〇
八
年
後
半
か
ら
の
世
界
的
な
経
済

衰
退
で
輸
出
が
大
幅
に
減
り
、
竹
・
籐
編

み
細
工
の
村
も
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
竹
・
籐
編
み
細
工
か
ら
得
ら

れ
る
収
入
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
多
く
の
農
民
が
近
隣
の
工
業
団
地
に

働
き
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伝
統
工
芸

消
失
の
危
機
を
嘆
く
声
も
さ
さ
や
か
れ
始

め
て
い
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
農
村
工
業
の
将
来

　

ベ
ト
ナ
ム
の
農
村
で
工
業
部
門
の
活
動

が
活
発
化
す
る
こ
と
は
、
経
済
自
由
化
の

必
然
的
な
結
果
で
あ
っ
た
。
特
に
各
世
帯

の
農
地
が
狭
小
な
北
部
・
中
部
地
域
で
は
、

立
地
や
初
期
投
資
の
条
件
が
整
え
ば
、
農

業
生
産
の
増
加
や
高
付
加
価
値
化
よ
り
効

率
的
な
所
得
向
上
の
手
段
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
農
村
の
工
業
化
が
進
め
ば
、

農
村
が
元
の
農
業
中
心
の
経
済
構
造
に
戻

る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
短
期
間
で
経
済
的
な
成
功
や
安
定
を

手
に
入
れ
た
農
民
が
、
汚
染
が
進
ん
だ
農

地
で
再
び
農
業
を
始
め
る
と
は
考
え
に
く

い
。
現
在
の
農
村
工
業
化
の
流
れ
は
、
農

村
社
会
の
崩
壊
や
食
糧
安
全
保
障
の
基
盤

の
脆
弱
化
を
も
た
ら
す
危
険
性
を
秘
め
て

い
る
と
い
え
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
工
業
・
小
手
工

業
の
経
験
と
技
能
を
持
っ
た
農
村
住
民

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
更
な
る
経
済
成
長
に
向

け
た
潜
在
的
な
人
的
資
源
で
あ
る
。
そ
の

人
的
資
本
が
農
村
で
活
用
さ
れ
れ
ば
、
急

速
な
都
市
化
や
農
村
経
済
の
空
洞
化
と
い

う
問
題
を
避
け
つ
つ
持
続
的
な
発
展
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
〇
年
以
来
、政
府
は
一
貫
し
て
、

農
村
部
の
所
得
向
上
・
貧
困
削
減
の
た
め

農
村
工
業
を
奨
励
す
べ
き
と
い
う
姿
勢
を

維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
日
の
ベ
ト

ナ
ム
は
、
農
村
住
民
の
所
得
向
上
を
目
的

と
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
家
全
体
の
発
展

に
寄
与
す
る
農
村
工
業
の
発
展
と
い
う
方

策
を
検
討
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
さ
か
た　

し
ょ
う
ぞ
う
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
調
査
研
究

員
）
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